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愛知池自然観察会 NO. ８１ ２０１9.12.12（木） 晴時々曇 最高13.4 最低6.6 参加者9人

北風が吹き始め、池面が波立ち黒い雲が湧き上がる時

もありましたがさほどの寒さではなく、左回りで紅葉を愛で

ながら一周しました。今年は気温が高めで紅葉も遅く、中

には冬芽から新しい葉を広げた木がありました。昆虫の姿

は少なかったのですが、ジョロウグモが巣にいるのをたく

さん見ました。

木の実草の実

カラスウリ カナムグラ アオツヅラフジ ノイバラ

アズキナシ エノキ イボタ カクレミノ

木々の紅葉

イロハカエデ イタヤカエデ ソメイヨシノ

アカメヤナギ イソノキ コナラ タカノツメ
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植物 ノコンギク、ヒメジョン、オオジシバリ、キダチコンギク、セイタカアワダチソウ、ワルナ

スビ実、オオオナモミ実、ススキとヨシの種、サザンカ、ヤツデ、ヘクソカズラ実、カラスウリ

実と種、ニセアカシア実と種、切り株、スズメウリ実、アオツヅラフジ実と種、ゴンズイ実、ソ

ヨゴ実、ムラサキシキブ実、ヌルデ実、ノイバラ実、アズキナシ実、ナンキンハゼ実、イタド

リ黄葉、イロハカエデ紅葉、イタヤカエデ紅葉、カクレミノ実・落葉、、タカノツメ黄葉、アカ

メヤナギ黄葉、ヤマハゼ紅葉、冬芽（スギ、ソメイヨシノ、ニセアカシア、ヌルデ等）、どんぐ

り（アラカシ、シラカシ、ウバメガシ、シイ等）、 昆虫 ガ幼虫の繭、シャクガ幼虫の死体、オオクロバエ、アカモンツノ

カメムシ、アブラゼミ羽化殻、ニイニイゼミ羽化殻、 クモ ジョロウグモ巣に雌の姿多数、 鳥･その他 トビ、ミサゴ、

ハシボソガラス、スズメ群、ヒヨドリ声、ウグイス声、メジロ、コゲラ、ヤマガラ、カワセミ、カワウ、カルガモ、カンムリカ

イツブリ群、マガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、（虫こぶ）ヨモギクキワタフシ、クズクキツトフシ、（茸）ヒラタケ、チャ

カイガラタケ

クズクキツトフシ

オジロアシナガゾウムシはク

ズの茎に穴をあけて卵を産

みます。そこがふくらんで虫

こぶになり、

幼虫はその

中で育ちま

す。

ヒラタケ

枯れた木に生える腐朽菌で、

木の リ グニ ン を分化する茸で

す。エリンギに近い仲間です。

ジョロウグモ

足元に ２ つ の卵の う

があります。雌のジョ

ロウグモは糸でベッド

を作った上に赤い卵

をうみ再び布団のよう

に糸をかけます。２つ

作 っ た と こ ろ で 力 が

尽きたようです。

ソメイヨシノの鱗芽にお

おわれた冬芽

アカモンツノカメムシ

体長１０㍉。いつもなら越冬

しているのですが・・・。

ミサゴ


